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見て 亀虫れて 学ぶ
宮古島次世代エネルギ
1宮古島次世代エネルギーパーク構想

富古島には太陽光発電、風力発電をはじめとする新エネルギー

設備や、島の基幹作物であるさとうきび製糖時の副産物として出

る廃糖蜜を原料とするパイオエタノール生産施設、泡盛蒸留粕を

利用したメタンガス生成施設等、様々な再生可能エネルギー施設

が島中に点在しています。また、地下水を化学肥料および液肥の

多量使用の地下浸透による汚濁から守る為に設けられた、家畜排

泄物や生ゴミを回収し堆肥を生成し農家へ提供する施設、パガス

(さとうきびの搾り粕)や家畜排泄物を利用したバイオマス実証
研究施設を設ける等、パイオマスヘの取り組みも盛んです。次世

代エネルギーパークでは、このような既存施設を PR、 訪れた方々

に次世代エネルギーを見て触れて頂き、宮古島のエネルギー地産
i也消や環境保全に対する取り組みへの理解を深めて頂きます。

長山港

1次世代エネルギーパークとは ?

新エネルギー (太陽光・風力発電、パイオマス燃料等)をはしめと
した次世代のエネルギーについて、実際に国民が見て触れる機会を増

やす事を通して、地球環境と調和した将来のエネルギーの在り方につ

いて、国民の理解の増進を図る為、地方自治体によつて太陽光等の次

世代エネルギー設備や体験施設等を整備した地域拠点です。
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メタン発酵設備
(株式会社 多良川)4p
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バガス発電設備
俳縄製糖株式会社,宮古製糖株式会社)2p

E3製造施設 3p

バイオエタノール製造施設 3p

風力発電設備
(狩俣Bサデフネ風力発電所)lp

超小型モビリティ実証事業 9p

パイオエタノール高効率製造]流通事業9p

島嶼型スマートコミュニティ実証事業 7p

宮古島市全島EMS実証事業
(すまエコプロジェクト)

来間島再生可能エネルギ
100%自活実証事業

暫    中

7p

~8p

離島マイクログリッド実証事業 6p

実証事業

下地島



「いつまでも住み続けられる豊かな島」

エコアイランド宮古島の下、自然環境と共生しつつ

地域資源を活用した低炭素社会の構築に向けて取り組む。

富首島市は、大きな山や川が無く、飲料水や震業用水など、生活に利用する水を全て地下水に頼つている。

「命の水」という言葉があるように、人々は昔から水の重要性を理解しており

富古島市が環境に向き合わなければならなかつた最も大きな理由である。

近年では、社会資本整備やライフスタイルの変化などにより、生活は豊かで便利になつたが、地下水汚染や海洋汚染など

環境への影響が現れはしめたことから、自然環境を保全する必要性が高まつてきた。

また、島の生活において食料やエネルギーの資源は、そのほとんどを島外に依存していることから

地産地消による資源循環の仕組みづくりが必要になる。

さらには、環境保全や資源循環の仕組みづくりだけでなく、こうした取り組みを地域の活性化につなげ

産業振興による雇用確保を行うことも重要である。

こうした状況から富吉島市では 2008年に『エコアイランド富占島宣言」を行い
いつまでも住み続けられる豊かな島づくりを目指している。

なぜ、エコアイランドなの ?|

バイオ堆肥生成施設
(宮古島市資源リサイクルセンター)4p

エコハウス (市街地型〕郊外型)5p

宮古島市地下ダム資料館 5p

宮古島市メガソーラー展望台 6p

メガソーラー設備
(宮古島メガソーラー実証研究設備)2p

ギャー
マリンガーデン

七又海岸

東平安名崎

エコアイランド宮吉島宣言

1.私たちは、島の生活を支えるかけがえのない

地下水を守りま丸

1.私たちは、美しい珊瑚礁の海を守りま丸

1.私たちは、みんなの知恵と工夫で、限りある資

源とエネルギーを大切にします。

1.私たちは、ゴミのない地球にやさしい美ぎ島

宮古島を目指し一人ひとり行動しま魂

1.私たちは、よりよい地球環境を取り戻し・守る

ため、世界の人々とともに考え・行動し、未来

ヘバトンタッチしま魂

1.私たちは、緑・海・空を守り、すべての生物が共

に生きていける環境づくりのため行動しま丸

2008(平成20)年3月 31日 宮古島市



1概要

本館は、「エコアイランド宮古島」についての概要、島内に点在するエコ施設の紹介、低炭素社
会システムの構築を目指す島典型の取り組み等、パネルや動画を使つて解りやすく展示紹介し、島
民のみならず観光客や修学旅行生、研修などで島を訪れた方々等、老若男女を問わず幅広くPRす
る事を目的として建設された施設です。

エコパーク宮古とは

自然環境と人間の共存を目指す
″エコロジー

″
の和製英語である「エコ」と、特定の目的を持つ

た場所を表す英語「Park(パーク)」 を掛け合わせ、エコアイランド宮古島の拠点施設となり、
多くの人々が訪れ親しまれますようにと願いを込めました。

エコアイラン ド宮古島としての概 宮古島市が現在取り組んでいる工 宮古島市が現在取り組んでいる各
要を紹介。            コ施設等を紹介。         実証事業を紹介。

0906-0304
0沖縄県宮古島市下地字上地743番地
00980-76-3979  FAX 0980-76-3979
0900～ 1乃00
休館日 :月曜日/祝日/年末年始
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いつまでも住み続けられる豊かな キャラクターやエコ体験グッズを 大型スクリーン完備の研修室。
島へ。              用いて解説。

沖縄製構株式会社
●

●コヨストア

につい口

⑨
アルフアベットの
ecoを 元に作成。
真ん中のブルーは

地球で、その中の

小さな矢印が宮古

島、まわる線はリ

サイクルを表現。

コ概要コーナー
/     /

エヨ設備・施設コーナー

日概要

2003年 9月 に富古島を直撃した台風 14号に
より、持俣では4甚あつた風力発電設備のうち
2甚が完全倒壊。他の2基も破損が激しいため
撤去された。競辺のサデフネでは、1基が倒壊
もう 1甚も羽根が破損し撤去された。
現在は持俣に3甚 (沖縄新エネ開発株式会社が
900kWを 2甚と沖縄電力株式会社が600kW
を1甚 )とサデフネに2基 (沖縄新エネ開発
株式会社の 900kW)の合わせてS基が稼働中.

1特徴
風力発電は、風の運動エネルギーで風車を回し
その動力を発電機に伝達して電気を発生させる
システム。
風力の長所は、再生可能でクリーンエネルギー
ということ。
短所は、風任せであるため電力の出力調整が
困難なこと。
しかし、こうした風力発電の短所を克服して
風のエネルギーを最大限活用していくことが
私たちに求められている。

1年間発電電力量
持1異の 3甚で 620万 kWh
サデフネの 2昌で 400万 kWh
合計、年平均約 二〇20万 kWhを
発電できる。
一般的な家庭の約 2800世帯分の
年間の電気使用置に相当。

風尊ナセル内の装置

風車の仕様
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0906‐ 0002

0沖縄県宮古島市平良字狩俣358番地
O TEL098-877‐ 2341  FAX 098-876‐ 8531

0外観見学常時可能
施設内見学 i要予約
http//w― Omden coJp/corporate/
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1概要
4′000kWの太陽光発電と4′000kWの NASれ電池で、系続規模の小きな離島の独立型系統ヘ
太陽光発電設備を大量導入した場台の実系続へ与える影響を把握するとともに、太陽光発電と
雷電池の運用データを解析しながら、系統安定化対策に関する実証研究に取り組んでいる。
なお、本研究は経済産業省の「平成21年度離島独立型系納所エネルギー導入実証事業資補酌金Jを
活用している。

1太 F,暑光発電
太陽光のエネルギーを直接的に電力に変換する発電方式。
ソーラー発電とも呼ばれる。
再生可能エネルギーの一組であり、太陽エネルギー利用の
―形態である。
太陽光発電は天候や気温によつて出力が変動し、曇の時は
晴天時に比較して大幅に発電量が低下する。
また、夜間は発電しない。

太陽光発電の特徴

0太陽エネルギーは無尽蔵
OC02を発生せず
クリーンな発電方式
●機構的動作部分が
ないため容易
●必要に応した容鼠設計が
可能

風力・太爆光発電

系続への出力

車

―                  中

20時間

0906-0103
0沖縄県自古島市城辺字福里 1878-1
0 TEL098-877-2341 FAX 098‐ 876‐8531

0外観見学常時可能
施設内見学:要予約
http:〃www okiden,cojp/cOrporate/

生and_d/solar html

宮古島。

地下ダム
資料館

☆

不安定な風力や
太陽光発電による昭力を
いつたんNAS電池に
雷えることで変動を吸収し
系統の安定に寄与する。

日再生可能エネルギーの平淳化

出力 電力平準化イメージ図

12

十二NAS電池 (ナトリウム確費電池)は、負観はナトリウム、正極は輔資から出来ており
ナトリウム聴資を液体状態にするれ、高温保持している。大規模の電力貯置に用いられる。
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沖縄製糖株式会社宮古工場

11__〕舜
工場外観

1概要 (沖縄製糖株式会社・宮吉製糖株式会社)
製相工場では、サトウキビから製品 (粗脳)が出来るまで、大別して「搬入J、 「圧搾J
「清浄」、「結晶・分離Jの 4つの工程に分けられる。
パガス (サ トウキビの搾り粕)を利用した発電は、圧搾工程で発生したパガスを
蒸気タービン発電設備のパイラーの燃料として使用する発電方式。

日環境にやさしい資源循環型のパイオマス活用工場
サトウキビの持つ繊維分が燃料となり、発電を行なつて霞糖操業期の殆どの電気を
自家発電で賄う。
また、水分は縮汁→蒸発水蕉気→凝縮水→ボイラー水→蒸気→排蒸気と循環することにより
水の使用量を抑えることが出来る。

0906-0304
0沖縄県宮古島市下地字上地725番地
C〕 TEL 0980‐ 76-6003  FAX 0980-76‐ 6006

←平良 舒騨
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0906‐ 0108

0沖縄県宮古島市城辺字砂川836番地
O TEL 0980‐ 77‐4119 FAX0980‐77-4118

0霞造T程において発生する副産物は
全て回収され、有機肥 Hと して畑に
選元される。
田虚鞠と家畜歯等を追正に処理すると
付加価値の高い有機l肥料となる。
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メガソーラー設備 (富古島メガソーラー実証研究設備)



1施設の概要
エタノール製造施設で製造きれたパイオエタノールを利用した、ガソリンと
パイオエタノールの混台燃料 (E3)を製造する施設。
場所は株式会社りゆうせき富古油権所内。
この施設で製造されたE3燃料を市内E3給油所に配送している。

警

IE3燃料とは ?
E3燃料とは、ガツリンにパイオエタノールを396混ぜて作られる自動車用の燃料。
これらの設備により、パイオエタノールの生産からE3燃料の霞造・流通まで
―買した流通システムを富古島に実現し、平成26年度より…般流通を開始した。

実証研究事業の設備概要
E3燃料製造所 (油槽所全体)

0906℃ 006
0沖縄県宮古島市平良字酉仲宗根2‐40
0 TEL0980‐ 72‐3119 FAX0980‐ 72-8681

0営業 :月～金曜日
(9100-12:00  13:30-16:30)
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製造施設

て当r■

「備

E3営 古給抽所

蜘

宮古島生産設備より

E3専用画…リー出荷

課税出荷→納税

未納税ガツリンタンカー移送

沖縄本島襲油所より

ノールを送車輌

バイオエタノール

未納税移出

E3燃料専用給油設備

平長埠麟内 ドール

1施設の概要
富吉島市の基幹作物であるサトウキビから、砂箔を生成する過程で発生する

副産物の糖蜜を原料としてエタノールを生成する施設。

製造されたパイオエタノールは、E3燃料としての琴u用、また、製浩渦程で出る
蕪留残漬液、残湾酵母の肥料、飼料利用など様々な活用も検証している。

バイオエタノール製造設備概要 (生産能力 :4ト ン/日 )

凛備皓  EtOH/ネ 分驚醸

酒母檜  増泰楡

ゆ櫛
四
蝋
れ 0906‐0304

0沖縄県宮古島市下地字上地 744
電〕TEL 0980-76-3977  FAX 0980-76‐ 3978

0施設内見学 :要予約
※施設機械稼動時は見学制限

υRL:http//www,,朝 co COm
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議留森た減剰活用針目

焼缶廊水うレク

占水打瑠骰0(籠力 :11

■標伯回収段常

′〈イオエタノール製造施設
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1柵要     ′

泡盛酒造課程で排出される泡戯蕪留相を、同工場内にあるメタン勇酵槽施爾贄ヘポンプ輸送し
パイオガスを発生させボイラーの燃料として利用し、蒸気を製造している。
得られた蕪気では、工場内の泡盛蒸留工程や洗瓶工程で使用している。

1施設

酒粕は―口約6t発生する。これよリー日当たり約340Nm3(CH4服度 1600/o換欝)の
ガスが得られる。壼油を年間約23.7kL、 C02約 64t削淵できる。
メタン発酵後の水処理脱水汚泥は肥料として利用している。

癒

→

↓蒸勧 今′ミイオガス

妙瘍
0906-0108
0沖縄県宮古島市城辺字砂川85番地
O TEL0980‐ 77‐4108  FAX 0980‐ 77‐7705

0営業 :月～土曜日 900～ 1&30
http//wwtttaragawa coJp/

→ → →
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設備フロー
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NE“砺L 刊|1照覇爾昭狂的 圃 則班彊陶朔駈

“
1概要
富吉島市資源リサイクルセンターは、平成15年に農林水産省嵐村振興総合整備続台補助事業の
一環として事業を開始し、「地域資源循環管理Jをテーマに富古島市上野に建設された。
「泰畜湾尿、生ゴミ、選定機等を堆肥化して農地に選元し、地力の向上を図り嵐産物の
品買向上や食の安全に資するとともに、地下水の保全、環境改善を図るJを事業目的としている。

宮古島バイオマスタウン構想イメージ

農業用機械
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0906-0201
0沖縄県宮古島市上野字野原1190-212
0 TEL0980‐ 76‐ 4777 FAX 0980‐ 76‐ 6144

0営業 :月～土曜日 &50～ 1700
※施設内見学 :要予約
hiP//wwHdty mり akOlimaJgjp/s te/view/
conwiewJsp?Cateid亡 7&id=1040&page=1
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メタン発酵設備 (株式会社 多良,II)



1概要
富古島市地下ダム資料館では、世界で初めての大型地下ダムの建設技術や構造、地下水の
メカニズムを映像やナレーションで、わかりやすく解説している。
さらに、水に関する情報を、光による演出効果や鬱力田体験型の機置で紹介している。
地下ホールには、宮吉島の地層断面懐型 (1/10)を再現し年地下深慶70mの
実物ボーリングコアー等を展示している。

置地下ダムとは?
地中に水を通きない壁 (止水壁)をつくつて、地下水の流れをせき止め
地下水をためる施設のこと。

ゴ √ イ 地

下
ダ

ム

わき水

E地下ダムの必要性
富古島は、河川がなく農業用水の確保が困難で不安定な営臓。
そこで、地下水を利用する地下ダムを建設した。

0906-0103
0沖縄県宮古島市城辺字福里 1645-8
00980-77‐7547(FAX兼用)
0営 業 :4～ 9月 徴30～ 1&15

10～ 3月 830～ 1乃 15
http//wwHcitymiyakttima19Jp/she/Vew/

(ontviewJsp?Cateid=8&id=539&page=1
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ロエコ′ヽウスとは ?

地域の気候風土や敷地の条件、佳まい方に応して自然エネルギ…が最大限に活かされること
身近に手に入る地域の材料を使うなど、環境に負担をかけない方法で建てられることが
エコ八ウスの基本。
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0′ ッヽファーで囲6平面計画 lBB取的な書5しの基本l
●立体的に逸風
●床しベルを風ガな怠 湿気を吹き飛ばす lLき出し、地窓)
0夜間、留守中でも開1ナ放し可能。防ぢB型の間口副

0市街地型:宮古島市平良字西里 255-6
0郊外型 :宮古島市城辺字友利56番地
O TEと 0980-72‐ 3751  FAX 0980-72-3795

(宮古島市エコアイランド推進課)
0ご利用に関してはお問合せ下さい
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明
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エコ八ウス (市街地型・郊外型 )
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⑥ェ事事転繕

城辺七又海岸沿いにある宮吉島メガソーラー実証研究設備。

広大な敷地の中央部分を積断する遭路沿いにある建物が、メガソーラー展望台。

建物は鉄筋コンクリート造りの 2階建てで、高さは8m20cm。
2階のパルコ三―と屋上からは、実証研究設備に設置されている太陽光パイ、)レを
一望することが出来る。

屋上にはメガソーラー実証研究の説明板なども設置されていて

'(ン

フレットなどが無くても、設備や研究の内容を知ることが出来る。

メガソーラー展望台は、実証研究設備入り日前の道路を東に進んだところに

設置されいている、「み―や」の摘かれている案内板が目印。

誰でも、いつでも利用できるので、ドライプの途中にでも

気軽に立ち寄ることが出来る。

:ゆATA う

0906-0304
0沖縄県宮古島市城辺字福里1878-21
0 常時利用可能
問合せ先
富古島市エコアイランド推進課
TEL 0980-72-3751

FAX 0980-72-3795

富古島
地下ダ
0

ム資料館

宮古島メプ)ソーラー

実証研究設備入りЬ★

③ェ罰革甥|1自

く概要 >
富古島の電力系統は、沖縄本島や石垣島などと緊がつていない独立系続であり、この中で太陽光発電や風力発電など、大規模な

自然エネルギーを導入した場合にも、安定して電力を供給できる仕組みを構築するための実証が進められている。

マイクログリッド (小規模発電網)では、自然エネルギーによる発電の変動の影響が出やすいという問題を抱えているが
宮古島では、その問題を解決するため、大型の薔電池を使用することで、自然エネルギーによる発電の変動を抑制し、電力を

安定して利用するための検証に取り組んでいる。
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競辺にある富古島メガソーラー実証研究設備には、東京ドーム 2個分に相当する

約 10万前の独地内に、約 2万 2千枚の太陽光パネルが敷き詰められている他、

同じ敷地内に風力発電用の風車 2基 (サデフネ風力発電所)も設置されている。

※「マイクログリツド」とは、「′Jヽ規模発電網」という意味であり

太陽光や風力による発電、そして生物資源や燃料理池の利用など

小規模な発電施設を地域内に造つて連結し、昭力需要に対応しようというもの。

●島内外に独立型低炭素社会システムの技術発信を目指す
0実証研究施設を利用したエコツアーの実施による観光産業の活性化を目指す
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富古島市全島EMS実証事業 (すまエコプロジェクト)

@玉】

“

∽ii議
く概要 >

太陽光発電など再生可能エネルギーを大量導入しつつ、IT(情報技術)を悪E使することにより
島内電力の需給をコントロー)レすることで、エネルギー自給率を高めるという新たなエネルギーの需給システムの
構築を目指す。

「来間島再生可能エネルギー 1000/6自活実証事業」「宮古島市小型電気自動車事業化モデル実証事業」
「富古島市全島 EMS実証事業」を実施することにより、地域経済の活性化や雇用創出を図る。

*「スマートコミュニティ」=エネルギー消費を最小限に抑えつつ、再生可能エネルギーを最大「風活用するため、家庭や事業所などを
ITネットワークでつなげ、地域でエネルギーを効率的に活用する次世代の社会システム。

「来間島再生可能エネル雫-10096自活実証事業 J
来間島に設置された太陽光発電システム及び薔電池により
島内のエネルギーをリアルタイムに制御するとともに
富古島にある既激の風力発電データを合わせて、来間島内の
消資電力全てを再生可能エネルギーで賄うことを目指し
小規模離島における再生可能エネルギーの利用モデルを
検肛する。

r宮古島市小型電気自動車事業化モデル

案証事業」
畠内の関係団体が連携しながら、小型の電気自動車を
製作する。
島内の「ものづくり」を担う人材・技術の育成、産業の

振興を目的とし、観光・教育分野を含め多方面での

活用を想定した事業化を目指す。

「富古島市金畠 EMS案証事難」
森庭や事業所、地下ダムのポンプ堀における使用電力の状況を娼爆
した上で、①「電気の見える化」による省エネⅢ②島全体のピーク時に
おける消資の抑制、③再生可能エネルギーの発電二が大きい
時間帯への消資シフトにより、島のエネルギーを最大限効率的に
利用しようというもの。
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<1既要 >
「富古島市全島 EMS実証事業」通称、すまエコプロジェクトは、「島 (すま)にスマートに住まう」ことを目指し、家庭や事業所
地下ダムのポンプ場における使用電力の状況を把握した上で、①いわゆる「電気の見える化」により無駄を無くし
省エネを促進すること、②島全体で電力消費のピーク時に皆で少しずつ協力し、消費を抑制、ピークカツトを行うこと、③再生可能
エネルギーの発電最が大きい時間帯に消費時間帯をずらす消費のシフトを行うことにより、鳥で使用されるエネルギーの無駄を
なくしながら、自然エネルギーを最大限効率的に利用しようというもの。

事業イメージ
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事嫌棺組収魚
予測→針団機能

目踵鰯コ|
CEMS:地域エネルギーマネジメントシステム

が   格
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泰腐モニター

(200)

一般泰庭 200世帯
計測装置とタプレツトを殿置し、IT(情報技術)を使い、インターネットを
通してデータの収集と r電気の見える化」を行う。

事業所など25ケ所&農柴ポンプ場 19ヶ所
計測嶺置でデータを収集し、PCなどで「電気の見える化」を行う。

く〉

集められたデータを甚に、島全体の電力消費量をシミュレーションし、使用電力の

ビーク時などには電気の使用を避けてもらうようお願いするなど

エネルギーマネジメントを行い電力消費の最適化を目指す。

CEMS=Community Energy Management System
常に自で使われる電気の使用鳳をチェックしていて、森庭やピルに対して、節電協力を要備したり

するのが役目。

MDMS=Meter Data Management system
針用で収無したデータを管理して「見える化Jするシステム。

統合 BEMS(BEMS〓 Buiiding Energy Management System)
BEMSは主に大理施設 (ビル)の電カエネ,レギーの雷霜を行つている。

富古島市ではインターネットを通して続合的に複数のビルを管理している。

農業 EMS
嵐祟掘水ポンプは地下ダムの水位が下がつた時に働く仕,鳳みで、計画的にエネルギーを

使うことが出来ない。そこで、このエネルギーを「見える化」し、ピークンフト/カットや

太陽光発電亀力の瑾晴猾ヨ翼を行うことで、自古島全体のピーク時の電気を

'B璃

させていく。

r
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く概要 >

来間島の約 30カ所の建物に設置された太陽光発電システムを活用し、島内に設置した畜電池により
島内で発電した電力のうち、日中余つた分を蓄えておいて、夜中や天候の苦「合で発電不足になつたときに使用するという

システムと、宮古島にある既設の風力発電データを合わせて、来間島内の消費電力金てを再生可能エネルギーで賄う

小規模離島における再生可能エネルギーの利用モデルとして、実証事業を行つている。              ・

将来は、他の地域における展開が期待される。

事業イメージ 来間島の概要

尭忠余剰時 =菟竜指令
発電不足時〓放電指命

位置 宮古島の南西約 二.5km
(宮吉島とは来間大橋で結ばれている)

人口 約 200人
面積 約 2.84k耐
※島には集藩が…つあり、サトウキビや果実などの畑が広がる

母昭
来間 EMS ド氏

充砲指令 詣l御
放電指令・制御

V′ ψ

消翼情報
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く概要 >

島内の関係団体が連携しながら、C02を排出しない環境に優しい小型の電気自動車を製作することで

自動車整備および金属加工関連分野を始めとする島内の「ものづくり」を担う人材・技術の育成、産業の振興を

図ることを目的とし、観光・教育分野を含め多方面での活用を想定した事業化を目指す。

<関係団体>
一般社団法人富古島工作倶楽部、宮古島商工会議所年富吉島観光協会、富古島青年会議所

沖縄県自動車整備振興会富古支部

<協力団体>

沖縄県金型技術研究センター、一般社団法人ものづくリネットワーク沖縄

事業イメージ

連携
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獣醤糠3像筵星ξ男悸ど鋸暑継
図りつつ、多方面での活用も視野に入れた

事業化を目指す。
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@五義ずFサ とび
く概要 >

宮古島市の基幹作物であるサトウキビの *カスケード利用を通した循環型社会の構築および沖縄産′ヽイオエタノールの

事 業 化 を EIttt′て 以 下 の 事 業 を 実 施 。 キヵスヶ―ド利用=資源やエネルギーを利用すると品質が下がるが、その下がつた品質レベルに応して何度も利用すること

「パイオエタノールの高効率製造」

環境省事業で開発された酵母の更なる
改良などによるパイオエタノールの製造効率の
向上およびコスト低減を目指す。

「パイオ燃料の流通安定化検証」

島内でのパイオ燃料 (E3)の安定的な流通
体制の構築に係る検証を行い、パイオ燃料の
普及拡大を目指す。

『付加価値の高い′(イオエタノールの

用途開発等調査」

′{イオエタノールの経済1性向上に向けて
燃料用よりも付加価値の高いエタノール
としての活用方紫等について検討する。

事業イメージ

院
食料品等

砂精 の原料

一

/
サトウキビ

製 丞蜜
襲稿工婦

′《イオエタノー′
高効率製造事業

レ

残渡液

― パイオ燃料 (E3)の
安定的流通の検証

エタノールエ場

パイオエタノール

高付加価値用途
の開発等調査 饉 爺エタノール利用

パ
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ル ガソリンスタンド

期靱嘩虫鞘鞘聰聴鞠 雑譜幾 ⑥ェ筑す。l r.:

く概要 >

国土交通省の超小型モビリティに係る認定制度などを活用し、宮古島市における社会実験では、環境性能の高い

超小型 EV(電気自動車)の活用のみならず、太陽光発電を偏えた充電ステーションと併せて運用することにより

走行コストや電力利用の低減化、災害時の電源利用を通して安心で豊かな生活の実現を目指す「離島型の超小型 EV

活用モデル」を提案する。

事業イメージ

太陽光発電を備えた充電ステーション
(再生可能エネルギーを利用)

台風などの災害時に不U用

鬱
超小型モビリテイ

宅 傘  電源督をして 含
沖縄の離島ならではの課題

●高い自動車燃料コスト

●小さい環境キャパシティ

●台風などによる高い停電リスク

再生可能エネルギーによる

超小型 EVの運用

0走行コストの低減

0電源利用料の低減

。停電時の備え

●ガソリン高騰の不安解消

超小型モビリテイとは

●定格出力、8kW以下
(又は■2Scc以下)

●栞車定員 2人以下
(2個の年少着用捕動装置を

取り付けたものは、3人以下)

。高速道路走行不可




